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3.1.2結果 

(1）棚式着生材の実用性の検討 

令和3年度時点の浜川河口における棚式着生材の設置状況は、図 32に示すとおりであり、令和3年度の

棚式着生材のモデルおよび設置後の状況は、図 33に示すとおりである。浜川河口では、令和3年度に6基、

令和 2年度に 6基設置したことから、合計 12基が設置されている。令和 3年度と令和 2年度ともに、カキ

礁の切れ目となる場所を選定して設置しており、着生材下部の底質は泥場である。また、当該地先では、畝

状に形成されたカキ礁に沿って潮が流れることから、棚式着生材も畝状の既存カキ礁に沿う方向で設置して

いる。今年度の検証では、棚式着生材を製作する上での留意事項や効率化を踏まえた作成手順書を作成して

おり、作成した手順書は、図 34に示すとおりである。 

 

 

図 32 浜川河口の棚式着生材設置状況（令和3年10月） 

 

 

図 33 令和3年度の棚式着生材のモデルおよび現地の設置状況 
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図 34 棚式着生材の製作手順（1/2）  
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図 34 棚式着生材の製作手順（2/2）  
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(2)棚式着生材の着生量評価 

1)令和2年度設置の棚式着生材 

令和2年度設置の浜川河口よおび鹿島地先の棚式着生材のカキ着生量は、図 35に示すとおりである。設

置2年目となる令和3年10月のカキバイオマスでは、浜川河口が13.8wet-kg/㎡、鹿島地先が11.9wet-kg/

㎡となり、バイオマスの目標値とする設置2年目の七浦地先の被覆金網のカキバイオマスを上回った。 

 

 

 

図 35 棚式着生材（令和2年度設置）と被覆金網の初年度カキ着生量の比較 

 

 

図 36 令和3年度のカキ着生状況（左・中：棚式着生材（浜川河口）、右：被覆金網（七浦地先）） 

※棚式着生材：令和2年度設置、被覆金網：平成30年度設置 
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2)令和3年度設置の棚式着生材 

令和3年度設置の浜川河口よおび鹿島地先の棚式着生材のカキ着生量は、図 37に示すとおりである。設

置1年目となる令和3年10月のカキバイオマスでは、浜川河口が0.12wet-kg/㎡、鹿島地先が0.22wet-kg/

㎡となり、バイオマスの目標値とする設置1年目の七浦地先の被覆金網のカキバイオマスを上回った。 

 

 

 

図 37 棚式着生材（令和3年度設置）と被覆金網の初年度カキ着生量の比較 

 

 

図 38 令和3年度のカキ着生状況（左・中：棚式着生材（浜川河口）、右：被覆金網（七浦地先）） 

※棚式着生材：令和3年度設置、被覆金網：平成30年度設置 
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3)その他着生材 

過年度に導入検討したその他着生材のカキ着生量は、図 39に示すとおりである。 

平成29年度に鹿島地先に設置したほうき、ほうきと竹を組み合わせた着生材では、ほうき+女竹のカキバ

イオマスが最も多く、平均21.1 wet-kg/㎡であった。平成30年度に七浦地先に設置した被覆金網、ほたて

の着生材では、被覆金網が10.7 wet-kg/㎡、ほたてが12.2 wet-kg/㎡であった。 

鹿島地先のほうき+女竹および七浦地先の被覆金網とほたては、過年度にカキバイオマス 20.0wet-kg/㎡

以上を達成しており、カキの着生効果は十分であることが把握できている。また、今年度の現地調査の際に

は、着生材下部にカキやカキ殻が確認されており、着生材に付着したカキは時間の経過とともに徐々に落下

し、堆積していることが確認できた。 

 

 

図 39 その他着生材のカキ着生量 

 

 

 

図 40 令和3年度のカキ着生状況（上段：被覆金網・ほたて、下段：竹+ほうき（カキの堆積状況））  
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